
《財団マンスリー JMDP（1月 15 日発行）より抜粋》

■日本骨髄バンクの現状（2015 年 12 月末現在）

■12 月の区分別ドナー登録者数
献血ルーム／ 652 人、献血併行型集団登録会／ 1,374 人、
集団登録会／ 0人、その他／ 57 人
注）数値は速報値のため訂正されることがあります。

■12 月の年齢別ドナー登録者数（現在数）
10 代　2,749 人／ 20 代　70,344 人／ 30 代　142,538 人／
40 代　188,845 人／ 50 代　52,506 人

■ 12 月の 20 歳未満の登録者 217 人
■  12 月末までの末梢血幹細胞移植 (PBSCT) 累計

数：140 件

11 月 12月 現在数 累計数
ドナー登録者数 2,785 2,083 456,980 656,957
患者登録者数 229 266 3,062 46,837
移 植 例 数 107 89 — 19,009

骨髄バンクの最新情報をお知らせする

骨髄バンク NOW

白血病フリーダイヤル
0120-81-5929

毎週土曜日 10時から 16時まで、
治療や闘病生活のお悩みの相談をお受けします。
第2・4土曜日には専門医に直接相談できます。

ソニー生命がサポートしています。

特定非営利活動法人全国骨髄バンク推進連絡協議会は、東京都から「認定NPO法人」として認定されています。
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骨髄バンクの移植数 2 年連続減少

さい帯血への移行目立つ
　公益財団法人日本骨髄バンク（以下「財団」）はこのほど、昨年 1 年間の
移植関連データをまとめましたが、年間の移植実施件数は初の「2 年連続減
少」となりました。1 月 22 日の財団業務執行会議では「移植対象となる患
者さんの数が減っているわけではないが、骨髄・末梢血幹細胞移植のコーディ
ネート期間が短縮できていないなどの事情があるため、さい帯血移植などが
選択されているからではないか」といった指摘も出されました。移植件数の
減少は財団の財政にも影響するだけに、根本的な対応が求められるようです。

　財団のデータによると、2015 年 1
年間に財団を介した骨髄・末梢血幹細
胞移植は 1268 例で、1993 年からの累
計では 1万 9009 例となりました。年
間移植件数は、2013 年（1360 例）を
最高に、2014 年（1332 例）から 2 年連
続の減少となっています。「前年割れ」
は過去に 2回（2003 年と 2010 年）あ
りますが、いずれも翌年は増加に転じ
ており、「2年連続減」は初めてです。
　この間の患者登録数は 2320 人です
が、HLAフルマッチのドナー候補が
1 人以上あった患者さんは 2208 人
（95.2％）だったのに対し、実際に移
植を受けることができたのは 1276 人
（55.0％）でした。HLA適合ドナーが
いながら、移植に臨めなかった患者さ
んが相当数に上るわけです。
　そうした患者さんは、統計上は「登
録取り消し」の形でまとめられていま
すが、2015 年（822 人）の内訳をみる
と、死亡 322（13.9％）、血縁・自家移
植移行 86（3.7％）、病状悪化 56（2.4％）
などがありますが、中でもさい帯血移
植移行 222（9.6％）が目立ちます。こ

のさい帯血移植移行だけを過去と比較
すると、2010 年から 5 年間ずっと右
肩上がりで、血縁・自家移植移行も漸
増となっています。
　このデータについては、業務執行会
議でも「移植成績は移植時期によって
左右される。時期を失うくらいなら、
骨髄移植からさい帯血移植、あるいは

血縁・自家移植への移行を選ぶのでは
ないか」という分析がありました。
　つまり、骨髄バンクには「コーディ
ネート」という調整作業が必要であり、
それにかかる時間がなかなか短縮でき
ないという実態があるのです。財団の
データによると、2015 年のコーディ
ネート期間（中央値）は 2014 年と全
く同一で、患者さんの登録日～移植日
で 147 日、ドナー指定日～採取日で
122 日でした。
　コーディネート期間の短縮は以前か
ら課題となっていますが、有効な対策
がとられていません。一部関係者の中
から「家族の同意や弁護士立ち合いを
廃止することを考えてもいいのではな
いか」という声もありますが、患者さ
んが登録して移植までにほぼ 5カ月も
かかってしまう現実を「なんとかする」
には、小手先の変更ではなく抜本的な
改革が必要になると思われます。

　全国協議会は米国・デルタ航空のマ
イレージを活用した国際協力事業を進
めていますが、この 2年間の実績を名
古屋市で開催の日本造血細胞移植学会
（3月3～5日）でポスター発表します。
国際協力事業には「若手医療従事者の
海外渡航援助」と「WBMT支援」の
2種類あり、概要は次のとおりです。
　【若手医療従事者援助】
　造血細胞移植に関わる医療従事者
（申請時点で満 40 歳以下）が海外での
学会などに参加する際の往復航空チ
ケットを提供するものです。これまで
に 5 人（医師 4 人、理学療法士 1 人）
が米国とシンガポールで開催の学会に
参加しました。
　【WBMT支援】
　WHO（世界保健機関）の承認NGO
である世界造血細胞移植ネットワーク

（WBMT）と全国協議会がパートナー
シップ提携をしたことから、発展途上
国における造血細胞移植の普及を目指
すことなどを目的とした学術集会など
が開催される際に、WBMT理事らの
移動用航空券を提供するものです。こ
れまで延べ 19 人に提供しました。

全国協議会の国際協力事業
3 月の学会でポスター発表
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「認定NPO法人」である全国骨髄バンク推進連絡協議会への寄付金は、税制上の優遇措置により、→

　　　　　スタートからほぼ 9分後の
3km 地点に御成門がありま

す。テレビの中継では、ちょうど最初
の CMが終わってすぐのところでし
た。しばらく前から 1列になって走っ
ている選手たちの右手には、朝日に反
射する東京タワーが目に入ったことで
しょう＝写真上。
　この場所は例年、プルデンシャル生
命の社員さんと家族が最も多く詰めか
ける名所で、「骨髄バンク」の赤いノ
ボリが多数目立ちます。
　　　　　東京の会、埼玉の会、千葉

の会が沿道を陣取りました。
2 日は午前 7 時 30 分に集合し、まだ
人出も少ない中、出場校の関係者とと
もに応援の準備開始。往路 1区 4.8km
地点、日比谷通りから第一京浜国道に
入る芝 5丁目交差点。午前 8時 13 分
38 秒、21 人のランナーが集団でやっ
てきました。8 人で 14 本のノボリを
掲げ、選手への声援と同時に、テレビ
映像を通じて正月を病床で過ごす患者
さんにエールを送りました。

　翌 3 日は復路 10 区 16.5㎞地点。午
後 1時過ぎに先頭が通過してから最後
尾まで約 30 分、15 人で同様に思いを
送り続けました。録画を観たら往路復
路ともしっかり映っていました。赤地
に白抜きの「骨髄バンク」の文字と我々
の思いが患者さんに届いたでしょう
か。みんな応援しています。頑張って
ください！（公的骨髄バンクを支援す
る東京の会・松阪一紀）

　　　　　今年も家族で楽しんでまい
りました。ティッシュとチラ

シもあっという間に配り終えました
（*^_^*）
　骨髄バンクや白血病、骨髄移植につ
いての質問もあったりしました。ご年
配の男性から「息子に言っておきます」

という嬉しいお言
葉もいただき、広
報活動のお役に立
つことができてい
るという実感もあ
り、充実した活動
でした。
　ドナー登録をしてくださる方を増や
すためというのはもちろんですが、私
も駅伝の様子をテレビで見ている時に
骨髄バンクのノボリを拝見し、とても
勇気づけられたことを覚えていて、
ベッドからテレビを見ている患者さん
のためにという気持ちで振らせていた
だきました。来年もぜひ参加したいと
思います。� （横浜・宮本真樹）

　　　　　宮ノ下の特設ステージの隣
に骨髄バンクのブースが設け

られ、ノボリを持って沿道でのアピー
ル・ティッシュ・チラシの配布と募金
活動を行いました。
　呼び掛け中、お１人の婦人から「ノ
ボリの所で一緒に写真を撮らせてくだ
さい」と声をかけられました。「毎年
ここで募金しています。駅伝と共に骨
髄バンクへの募金で１年を出発するの
を楽しみにしているんですよ」と言わ
れ、びっくりするやら嬉しいやら。本
当にありがたく思いました。
　我が家では 2013 年１月に夫が骨髄
バンクに患者登録。その後、骨髄移植
を受け元気になりました。昨年・今年
と同じ１月に感動と興奮の箱根駅伝で
普及啓発活動していることに感無量で
す。これからも感謝の思いで活動して
いきたいと思っています。（千葉骨髄
バンク推進連絡会・北村美和子）

御成門

田 町

戸 塚

箱 根

　「第 92 回東京箱根間往復大学駅伝競走」が 1 月 2 日（土）・3 日（日）に
開催され、今年も沿道に「骨髄バンク」のノボリを多数掲げ、骨髄バンクを
皆さまに知っていただくよう、また、お正月も闘病されている血液疾患の患
者さん・ご家族へのエールをテレビ画面をとおして伝えられるよう活動しま
した。プルデンシャル生命の皆さまにご協力いただいての活動は 11 回目と
なり、加盟団体と全国協議会メンバーの取り組みは 14 回目となりました。
箱根駅伝のコース沿道には、合計して 400 人近くが応援に駆け付けました。
この活動は例年どおり、関東学生陸上競技連盟のご理解と、箱根・宮ノ下商
店街の箱根駅伝応援実行委員会の皆さん、読売センター小田原中央の皆さん、
鈴廣蒲鉾株式会社様、箱根恵明学園様のご助力・ご協力に支えられています。
応援および募金・PR 活動にご協力いただいたすべての皆さまに深く感謝申し
上げながら、当日の各地の雰囲気をお伝えします。

「骨髄バンク」のノボリ多数
 箱根駅伝  今年も患者さんにエール
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確定申告の際の寄付控除対象となります。詳細は事務局へお問い合わせください。

　プルデンシャル生命保険株式会社
は 2006 年より箱根駅伝の沿道に骨
髄バンクのノボリを立てるボラン
ティア活動を行ってくださっていま
す。今年実際に沿道でノボリを立て
られた社員の方からのコメントをご
紹介します。

◇
　今回 2回目の応援となり、社員の
ご家族含めて総勢 29 人の参加でし
た。社員全員がボランティアの趣旨
を理解しており、白血病患者支援に
繋がれば、という想いで参加させて
いただいております。選手を応援し

ながら、私たちが立てたノボリが、
少しでもテレビに映って、「お正月
に病気と闘っている皆様に『元気』
と『勇気』が届きますように！」と、
心から願いつつ、選手が駆け抜けて
いくと、ちゃんとテレビにノボ
リが映ったかな？　とみんなで
気にしているような状況です。
今後も活動をお手伝いさせてい
ただこうと思います。（首都圏
第二支社営業所長・佐藤勝博）

◇
　5～ 6 年前から、総勢 10 人前
後で応援に行っています。きっ
かけは「年末年始を病院で過ご
さざるを得ない患者さんの力に
なる」とのお話を伺ったことで
した。そんなことでお役に立て
るのであれば、との思いから、
毎年参加させていただいており
ます。
　応援も大切ですが、それより

もテレビ中継の「定点カメラ」や選
手を追うカメラに、いかにノボリが
映るかを意識しながらノボリを振っ
ています。誘った友人たちも喜んで
くれていますので、今後も継続して
参加させていただくつもりです。
（新橋支社ライフプランナー・川上
欽通）

　造血幹細胞移植事業広報誌「BANK！��
BANK！」がこのほど創刊されまし
た。日本赤十字社血液事業本部造血幹
細胞管理課が発行しているもので、
A4判 4ページ建てとなっています。
　創刊号は表紙＝写真＝にタイトルと
ともに若い女性のイラストをあしらい、
若年層を中心に「手に取ってみようか
な」と思われるよう「みんなでつなぐ　
いのちのバトン」の文字が見えます。

二つ折りの中面
では骨髄バンク
やさい帯血バン
クの仕組み、ク
イズ形式の国別
ドナー登録者数
などを紹介、最
終の 4ページ目
では患者さんや

ドナーさんの体験談を掲載しています。
　季刊で、2万 5000 部の発行ですが、
各地の献血ルームに置いてあるほか、
骨髄バンク・さい帯血バンクポータル

サイト「造血幹細胞移植情報サービス」
のホームページ上でも読むことができ
ます。http://www.bmdc.jrc.or.jp/

賛助会員の皆さま紹介

【一般賛助会員】
株式会社三ノ輪建設＝東京▽野平晋作
＝神奈川▽岡智子＝和歌山
【サポート会員】
中嶋雅秀＝北海道▽上正原勝＝群馬▽
本保晴恵＝東京▽岩﨑茂樹・松本明子
＝神奈川▽清水和子＝岐阜▽渡辺美由
紀＝愛媛

「プルデンシャル生命」パワー全開

日赤が造血幹細胞移植事業広報誌
「BANK！ BANK！」を創刊



活動資金の支援を
お願いします

口座名：特定非営利活動法人 全国骨髄バンク推進連絡協議会

銀行口座　三井住友銀行　新宿通支店
普通　5666655

郵便振替口座　00150⊖4⊖15754

三井化学株式会社チビットワンコイ
ン 現金 200,000 円
三井化学株式会社
 現金 200,000 円
株式会社エアネット
 現金 219,200 円
東京港南マリーンロータリークラブ
 現金 11,000 円
藤波　敬子 現金 10,000 円
ダブルエスタイガー
 現金 30,000 円
ほこた塾 現金 10,000 円
ガロのお客様 現金 2,350 円
「ガロ」マイステージ出展者（君和田・
松沢・山口・石山・鈴木・井口・大
平・稲坂・田中・渡辺・三崎・紺野・

山田） 現金 27,580 円
青野　文仁 現金 2,000 円
大谷　巻枝 現金 5,000 円
大谷　貴子 現金 2,000 円
山村　詔一郎 現金 2,000 円
水谷　良吉 現金 6,000 円
水谷　　豊 現金 2,000 円
安達　賀代 現金 2,000 円
桑原　敏雄 現金 2,000 円
桑原　雅子 現金 2,000 円
桑原　康秀 現金  2,000 円
匿名 現金 1,000,000 円
匿名 現金 5,000 円
匿名 現金 1,800 円
●佐藤きち子患者支援基金
三森　裕 現金 30,000 円

日根　和美 現金 10,000 円
匿名 現金 2,000 円
●志村大輔基金
志村　哲夫 現金 5,000 円
志村　励子 現金 5,000 円
杉山　みちえ 現金 5,000 円
簗瀬　知雅子 現金 5,000 円
庄子　敏子 現金 10,000 円
●募金箱
箱根駅伝　宮ノ下募金
 現金 48,999 円
ゴールドジム新神戸
 現金 2,867 円
イオン九州株式会社イオン都城店
 現金 4,982 円
足立眼科医院 現金 5,389 円

心からのご寄付に感謝申し上げます ●12月21日～1月20日（敬称略）
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振り込み用紙をご希望の場合は、郵便振替口座の振込用紙を郵送いたします。当協議会まで FAXもしくはメールにてご請求ください。

佐世保西高 2 年生が研修旅行

造血細胞移植など学ぶ
　長崎県立佐世保西高等学校（古川美
子校長）の 2年生 235 人が昨年 12 月、
3泊 4 日の関東研修旅行のため上京し
ました。同校恒例行事で、生徒は名所
見学もそこそこに人文、社会経済、国
際、理系、医療福祉の進学希望別に分
かれての実地研修でしたが、医療福祉
関係では 2班計 62 人が健康診療セン
ターや日赤本社などを訪れたほか、全
国協議会から造血細胞移植やボラン
ティア活動などについて説明を受けま
した。福成温さん（2年 4 組）から感
想文が寄せられました。

◇
　骨髄バンクに関する研修を受けて、
とても感動しました。各地での普及啓
発活動を全国協議会がボランティアで
行っているからです。何も利益がない
のに、患者さんの命を救うための活動

をなさっておられるのはとても大変な
ことだと思いました。また、骨髄移植
とはどういうものなのか私は知らな
かったのですが、詳しい説明を聞くこ
とによって理解を深めることができま
した。
　病気になった骨髄液を健康な人のも
のと取り替える治療には、ドナーが必
要です。しかし、ドナーを見つけるの
が困難で、6割弱しか移植が行われて
いませんでした。また、移植には、患
者さんにはもちろんドナーにも大きな
負担がかかり、パンフレットのドナー
の体験談を読んだときには、痛そうだ
し、少し怖いなと思いました。
　そこで、さい帯血移植が生まれたわ
けですが、へその緒を使って移植をす
るという画期的な方法が、多くの患者
さんを救っているという点で、すばら
しい発見だと感動しました。また、末
梢血幹細胞移植という方法もあり、医
療というのは絶えず進歩を遂げている

のだと、改めて思いました。
　このように、医療の立場から、研究
者の立場から、そしてドナーの立場か
ら、それを支えるボランティアの立場
から、多くの人が患者さんを助けよう
と努力されている姿に、骨髄採取を怖
いと思ってしまった自分を少し恥ずか
しく思いました。私も大人になったら
ドナーとして登録をしたいと思います。
　今回の研修を通して、私はますます
医療の分野に興味が湧きました。これ
からは大学に進学し、医療系の道に進
めるよう、勉強をさらに頑張っていき
たいと思います。

中高の吹奏楽と神戸大生の落語
クリスマスコンサートに200人

姫路

　昨年12月26日の骨髄バンク支援「ク
リスマスコンサート 2015」は相生市
立那波中学校吹奏楽部＝写真上＝と兵
庫県立相生高等学校の吹奏楽部、そし
て神戸大学落語研究会の方が出演して
くださり、会場を盛り上げていただき
ました。
　来場者はいつもより少し少なく、
200 人ほどでしたが、会場内は元気あ
ふれる演奏が流れていました。受付で
は、国際ソロプチミスト姫路様、兵庫
県立大学体育部の方、プメハナフラス

タジオの方々にお手伝いいただきまし
た。また会場内では募金箱がまわり多
くの方より募金をいただきました。
　このようにこれからも、若い世代の
人たちに、骨髄バンクを知っていただ
くためにも、このコンサートは続けて
いきたいと思っております。（姫路地
区骨髄バンク推進センター・濱田惠
子）

患者サロンでクレープづくり

　「患者さんに外出と交流の機会を」
という趣旨で始めた患者サロンの 12
回目のイベント『クリスマスだ！�ク

レープを作ろう！』が12月20日（日）、
全国協議会事務所で開催されました。
　丁寧にクレープ生地を混ぜる人、フ
ルーツを奇麗にスライスする人…参加
したみんなで思い思いの具材でたくさ
んのクレープを作り、昼食と共にお腹
いっぱい食べ、たくさんおしゃべりも
しました。プレゼント交換で気分は
すっかりクリスマスの楽しい時間を過
ごしました。
　次回は 2月 21 日（日）正午から「フォ
ンデュパーティー」を行います。参加
のご連絡は事務局まで！　お待ちして
おります。

各地のたよりを
写真を添えて
お寄せください。

各各地た地地たたの 写真を添えてり各地たの り
たたたたたたたたたたた
りりりりよよ




